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税田和久社長

「
多
様
な
人
材
の
戦
力
化
」
を
戦
略
に

宮
崎
県
日ひ

ゅ
う
が向
市
と
宮
崎
市
で
お
も
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
リ
ー
ン

は
、税さ

い

田た

和か
ず

久ひ
さ

社
長
が
２
０
０
０（
平
成
12
）年
に
創
業
。

税
田
社
長
と
非
正
規
社
員
９
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
同
社

だ
が
、
右
肩
上
が
り
に
業
績
は
拡
大
し
、
現
在
、
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
含
む
社
員
数
は
約
１
３
０
人
に

上
っ
て
い
る
。

「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
人
が
行
う
仕
事
な
の
で
、

業
績
を
上
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
人
材
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
い
ま
で
こ
そ
、
全
業
種
で
人
手
不
足
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
と
か
ら
私
た
ち
清
掃
業
界
は
不
人
気

職
種
。
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題
で
し
た
」
と
ふ
り
返

る
税
田
社
長
。
創
業
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
求
人
に
費
用

を
か
け
て
も
「
応
募
者
が
ま
っ
た
く
な
い
」
と
い
う
状

況
に
、
悩
ま
さ
れ
続
け
た
。

そ
こ
で
、同
社
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
働
き
や
す
さ
」

だ
。
ま
ず
は
、働
き
や
す
い
よ
う
に
職
場
環
境
を
整
え
、

人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
と
い
う
。

「
す
る
と
、
働
き
や
す
い
職
場
に
な
っ
た
こ
と
で
、

女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
若
い
人
な

ど
、
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
入
社
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

そ
こ
か
ら
同
社
は
、
多
様
な
人
材
を
採
用
し
て
戦
力

化
す
る
こ
と
に
、
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
求
人
や
採
用
に
費
用
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。
そ
し
て
来
て
く

れ
た
人
材
の
育
成
・
戦
力
化
に
費
用
を
か
け
る
。
そ

う
い
う
戦
略
で
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
税

田
社
長
は
力
説
す
る
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
生
涯
現
役
で
生
き
抜
く
た
め
、
必
要
と
さ
れ
る
〝
学
び

直
し
〞。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
社
員
の
学
び
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
先
進
企
業
の

事
例
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
中
高
年
世
代
の
〝
学
び
直
し
〞
最
前
線
に
迫
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
先
進
企
業
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
独
自
の
研
修
・
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
「
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
リ
ー
ン
（
宮
崎
県
日
向
市
）」。
学

び
直
し
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
人
材
の
戦
力
化
、
管
理
職
の
育
成
な
ど
を
中
心
に
、

同
社
の
取
組
み
の
ね
ら
い
や
効
果
に
つ
い
て
聞
い
た
。

学
び
直
し

学
〝

〞

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
リ
ー
ン

第1回

新連載新連載
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な
っ
て
策
定
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
き
、
約
半
年
か
け
て

学
ん
で
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の
前
に
、
一

人
ひ
と
り
面
接
を
行
い
、「
研
修
期
間
中
に
一
番
何
を

学
び
た
い
か
」、「
今
後
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
望
ん
で
い

る
か
」
な
ど
を
く
わ
し
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
。
ス
キ
ル

の
「
棚
卸
し
」
も
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
な
か
で

十
分
に
学
べ
て
い
な
い
ス
キ
ル
は
何
か
、
今
後
ど
ん
な

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
れ
ば
仕
事
の
幅
が
広
が
る
の
か
な

ど
を
分
析
。
本
人
の
希
望
を
重
視
す
る
形
で
、
学
び
・

学
び
直
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
く
の
だ
。

あ
る
女
性
社
員
の
例
で
は
、「
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ
ル

を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
た
め
、

研
修
期
間
中
、
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
に
関
す
る
内
容
を
多

め
に
取
り
入
れ
た
。
さ
ら
に
、「
営
業
的
な
分
野
を
が

ん
ば
り
た
い
」
と
い
う
希
望
に
基
づ
き
、「
営
業
に
役

立
つ
」
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
研
修
を
実
施
。
見
積
も

り
や
積
算
の
仕
方
な
ど
テ
ク
ニ
カ
ル
な
ス
キ
ル
の
ほ

か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
傾
聴
ス
キ
ル
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル

面
も
含
め
、
幅
広
く
学
び
直
し
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
対
象
者
の

年
齢
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
値
に
応
じ
て
、
す
べ
て
組
み

替
え
て
い
る
。
中
途
採
用
者
で
も
、
年
代
に
よ
っ
て
必

要
と
な
る
こ
と
は
異
な
る
。

「
中
途
で
入
っ
た
人
た
ち
が
新
人
の
と
き
に
勉
強
し
た

こ
と
と
、
い
ま
の
時
代
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
変
わ
っ
て

た
そ
う
だ
。
ま
ず
は
「
行
く
社
員
」
と
「
行
か
な
い
社
員
」

に
二
極
化
し
た
。
そ
し
て「
行
く
社
員
」は
、
自
ら
学
び

た
い
と
思
っ
て
研
修
に
参
加
す
る
の
で
、
目
に
見
え
て
成

長
す
る
。
そ
れ
に
対
し
「
行
か
な
い
社
員
」
が
焦
り
を

感
じ
、同
じ
よ
う
に
研
修
に
赴
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

結
果
と
し
て
、
15
年
前
は
１
人
も
い
な
か
っ
た
「
建

築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
」、「
防
除
作
業
監
督
者
」

と
い
っ
た
、
清
掃
に
関
連
す
る
資
格
の
取
得
者
が
、
現

在
は
お
よ
そ
50
人
に
ま
で
増
加
し
た
。

「
社
員
同
士
、
影
響
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
と
て
も
よ

い
影
響
で
す
ね
」（
税
田
社
長
）。

社
員
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、〝
学
び
〞と〝
学

び
直
し
〞
へ
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
た
形
だ
。

個
々
に
合
わ
せ
た

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

当
初
は
外
部
研
修
主
体
で
行
っ
て
い
た
同
社
の
学
び
・

学
び
直
し
だ
が
、
同
社
で
は
、
自
社
で
の
研
修
開
発
に

も
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
中
途
採
用
者
の
ほ
か
、

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
、
契
約
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た

人
が
正
社
員
と
な
る
際
も
、
必
ず
受
け
て
も
ら
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
多
様
な
人
材
を
採
用
し
、
戦
力
化
し
て
い
く

取
組
み
の
な
か
で
、
大
き
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
「
定
型
で
は
な
い
」

こ
と
。
各
人
に
合
わ
せ
た
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
人
事
担
当
者
・
教
育
担
当
者
が
中
心
と

「
自
発
的
な
研
修
」で

資
格
保
持
者
が
増
加

人
材
確
保
と
人
材
の
戦
力
化
を
目
的
に
、
お
よ
そ
15

年
前
か
ら
社
員
研
修
の
強
化
を
始
め
た
同
社
。
最
初
の

年
は
、外
部
研
修
に
社
員
を
強
制
的
に
派
遣
し
た
そ
う
だ
。

「
で
も
、
そ
の
研
修
の
な
か
で
講
師
の
先
生
が
質
問
す

る
ん
で
す
よ
。『
ど
う
し
て
今
日
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
研

修
に
参
加
し
た
の
で
す
か
？
』
と
。
す
る
と
大
多
数
の
人

が『
会
社
か
ら
行
け
と
い
わ
れ
て
来
た
』と
い
う
の
で
す
」。

結
局
、
行
き
た
く
な
い
研
修
に
行
っ
て
も
成
果
は
出

な
い
。
お
金
と
時
間
の
無
駄
に
な
る
。「
強
制
的
に
派
遣

す
る
の
は
１
年
で
や
め
ま
し
た
」（
税
田
社
長
）
と
い
う
。

２
年
目
か
ら
は
、
研
修
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
「
行
き

た
い
人
は
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
社
員
の
自
発
性
に
任

せ
る
方
針
に
変
更
。
す
る
と
「
面
白
い
現
象
」
が
起
き

び直 し
〝

〞
〝
学
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中
高
年
齢
層
の
〝
学
び
直
し
〞
で

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
も

同
社
は
３
年
前
の
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
、
社
内

の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系
化
を
、
社
長
、
同
社

役
員
に
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
外
部

の
人
事
戦
略
専
門
家
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
1
年
間

か
け
て
行
っ
た
。
同
社
各
部
門
の
職
務
に
必
要
な
能
力

要
件
を
明
確
化
し
（
図
表
）、
そ
れ
を
明
示
し
た
「
人

材
育
成
計
画
」
を
策
定
し
た
。

能
力
要
件
は
、
役
員
・
管
理
職
・
中
堅
社
員
・
若
手

社
員
・
新
入
社
員
の
各
職
務
階
層
に
応
じ
、「
テ
ク
ニ

カ
ル
ス
キ
ル
（
業
務
遂
行
能
力
）」、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

キ
ル
（
対
人
関
係
能
力
）」、「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ス

キ
ル
（
概
念
化
能
力
）」
の
３
要
素
で
整
理
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
」
の
場
合
、
新
入
社

員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
」
や
「
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
や
社
内
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
書
き
方
」
が

あ
る
が
、若
手
社
員
に
な
る
と「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

や
「
業
界
の
市
場
理
解
」、
中
堅
社
員
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
「
業
界
の
市
場
分
析
」、
管
理

職
で
は
「
人
事
考
課
」、「
生
産
性
向
上
」
な
ど
と
な
る
。

人
材
育
成
計
画
に
は
、各
職
種
の
各
階
層
に
応
じ
た
、

独
自
の
教
育
訓
練
体
系
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
同
社
は
現
在
、
こ
の
教
育
訓
練
体
系
に
基
づ
き
、

必
要
な
職
務
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
・
学
び
直

し
を
実
践
。
特
に
近
年
は
、
会
社
の
業
務
が
拡
大
し
、

社
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
も
増
加
し
て
い
る
な
か
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
40

〜
50
歳
代
の
学
び
直
し
と
し
て
、
管
理
職
研
修
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
で
は
、
部
長
や
課
長
と
い
っ
た
管
理
職

を
す
べ
て
女
性
が
占
め
る
な
ど
、女
性
の
活
躍
が
目
立
っ

て
い
る
が
、「
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
、
管
理
職
、
あ

る
い
は
管
理
職
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
」（
税
田
社
長
）

の
が
実
情
だ
。今
後
、長
く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

管
理
職
の
育
成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
こ
で
同
社
で
は
、
２
０
２
３
年
度
に
、
管
理
職
、

管
理
職
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
宮
崎
県
の
「
ひ
な

た
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
に
、
管
理
職
で
あ
る
50
代
の
女
性
社
員
２

人
を
派
遣
し
た
。
ひ
な
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
、「
こ
れ
か
ら
の

宮
崎
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
、
県
と
経
済
団
体
・
金
融
機
関
な
ど
が
実
施
す

る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
県
内
企
業
に
勤
め
て
い
る

人
が
対
象
で
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
営
学
な
ど
を

は
じ
め
、
経
営
者
・
幹
部
、
管
理
者
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。２
人
は
会
社
の
業
務
と
並
行
し
て
研
修
に
通
っ
た
。

個
人
・
部
門
の「
目
的
・
目
標
チ
ャ
ー
ト
」

で
主
体
的
な
学
び

「
ひ
な
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
に
参
加
し
た
２
人
は
、
受
講
と

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の
な
か
で
、
い
ま
の

時
代
に
あ
っ
た
学
び
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

仕
事
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、

さ
ら
に
学
び
直
し
の
研
修
を
行
う
。「
会
社
と
し
て
は
、

来
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
。
定

着
と
い
う
意
味
も
含
め
て
、
戦
力
化
の
た
め
、
ス
キ
ル

を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
、税
田
社
長
の
願
い
だ
。※ 資料提供：株式会社グローバルクリーン

図表　階層に応じた能力要件
テクニカルスキル ヒューマンスキル コンセプチュアルスキル

役員

事業計画策定 高度なネゴシエーション 経営戦略
リスクマネジメント 高度なプレゼンテーション 意思決定
財務分析 組織運営

組織開発

管理職

労務 コーチング 問題解決
決算書などの数字の見方 ファシリテーション マーケティング
生産性向上 傾聴 戦術立案
人事考課 チームマネジメント

中堅社員

プロジェクトマネジメント リーダーシップ クリティカルシンキング
業界の市場分析 ネゴシエーション クリエイティブシンキング
業界の市場予測 ティーチング 企画提案
業務改善 問題発見
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タイムマネジメント プレゼンテーション ラテラルシンキング
業界の市場理解 アサーティブコミュニケーション 課題発見力
分析視点を持った自社サービスの商品知識 ヒアリング力 企画力

フォロワーシップ

新入社員

就業規則 社会人としてのコミュニケーション ロジカルシンキング
社内のマニュアル チームビルディング
自社サービス
各配属予定部署の業務内容
パソコンスキル
ビジネスメールや社内ドキュメントの書き方
PDCAの回し方



曼
荼
羅
チ
ャ
ー
ト
は
、
目
標
達
成
の
手
段
を
可
視
化

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
、
米
大
リ
ー
グ
「
ド
ジ
ャ
ー
ス
」

の
大
谷
翔
平
選
手
が
高
校
時
代
に
活
用
し
て
い
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。９
×
９
の
計
81
マ
ス
を
用
意
し
、

ま
ず
、中
心
の
マ
ス
に
大
き
な
目
標
を
置
く
。
そ
し
て
、

そ
の
周
囲
８
マ
ス
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
八
つ
を
書
き
出
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
八
つ
の
ア
イ
デ

ア
に
基
づ
き
、
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を

す
べ
て
の
マ
ス
に
記
入
し
て
シ
ー
ト
は
完
成
。
こ
の
一

連
の
作
業
に
よ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

行
動
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
か
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
発

見
で
き
た
り
、
目
標
を
関
係
者
で
共
有
で
き
た
り
す
る

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

同
社
で
は
基
本
的
に
、
次
期
の
目
標
を
立
て
る
際
、

目
的
・
目
標
の
４
観
点
シ
ー
ト
、
曼
荼
羅
チ
ャ
ー
ト
を
、

部
門
ご
と
、
個
人
ご
と
に
作
成
。
正
社
員
の
シ
ー
ト
や

チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
同
社
が
毎
期
策
定
し
て
い
る

経
営
指
針
書
に
全
員
分
を
盛
り
込
み
、
目
標
設
定
や
目

標
達
成
へ
の
思
い
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
。「
次
年
度

に
向
け
、
自
分
の
目
標
を
自
分
で
立
て
て
、
そ
れ
を
達

成
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
―
。
そ
れ
を
考
え

る
こ
と
が
、
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
の
考
え
だ
。

チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
チ
ャ
ン
ス

「
特
に
中
小
企
業
の
場
合
、
研
修
を
す
る
暇
も
時
間

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
学
び
直
し
に
つ
い
て
は
『
余

中
高
年
齢
層
の
〝
学
び
直
し
〞
で

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
も

同
社
は
３
年
前
の
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
、
社
内

の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系
化
を
、
社
長
、
同
社

役
員
に
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
外
部

の
人
事
戦
略
専
門
家
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
1
年
間

か
け
て
行
っ
た
。
同
社
各
部
門
の
職
務
に
必
要
な
能
力

要
件
を
明
確
化
し
（
図
表
）、
そ
れ
を
明
示
し
た
「
人

材
育
成
計
画
」
を
策
定
し
た
。

能
力
要
件
は
、
役
員
・
管
理
職
・
中
堅
社
員
・
若
手

社
員
・
新
入
社
員
の
各
職
務
階
層
に
応
じ
、「
テ
ク
ニ

カ
ル
ス
キ
ル
（
業
務
遂
行
能
力
）」、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

キ
ル
（
対
人
関
係
能
力
）」、「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ス

キ
ル
（
概
念
化
能
力
）」
の
３
要
素
で
整
理
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
」
の
場
合
、
新
入
社

員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
」
や
「
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
や
社
内
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
書
き
方
」
が

あ
る
が
、若
手
社
員
に
な
る
と「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

や
「
業
界
の
市
場
理
解
」、
中
堅
社
員
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
「
業
界
の
市
場
分
析
」、
管
理

職
で
は
「
人
事
考
課
」、「
生
産
性
向
上
」
な
ど
と
な
る
。

人
材
育
成
計
画
に
は
、各
職
種
の
各
階
層
に
応
じ
た
、

独
自
の
教
育
訓
練
体
系
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
同
社
は
現
在
、
こ
の
教
育
訓
練
体
系
に
基
づ
き
、

必
要
な
職
務
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
・
学
び
直

し
を
実
践
。
特
に
近
年
は
、
会
社
の
業
務
が
拡
大
し
、

仕
事
を
両
立
し
、「
期
間
中
は
、
と
て
も
た
い
へ
ん
だ
っ

た
」
と
い
う
感
想
の
一
方
で
、「
も
の
す
ご
く
勉
強
に

な
っ
た
」
と
も
話
し
て
い
る
と
い
う
。
初
め
て
学
ぶ
内

容
も
多
く
、
２
人
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
よ
う

だ
。
税
田
社
長
は
、「
中
高
年
齢
層
の
学
び
直
し
で
、

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
も
ら
え
れ

ば
、
将
来
的
に
は
役
員
な
ど
の
道
も
拓
け
ま
す
。
さ
ら

な
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と
願
う
。

た
だ
、
こ
の
管
理
職
育
成
の
学
び
直
し
も
、「
強
制

的
に
は
行
わ
な
い
」
の
が
同
社
の
流
儀
だ
。
年
齢
と
経

験
を
積
ん
だ
社
員
に
対
し
て
は
、
会
社
か
ら
「
そ
ろ
そ

ろ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
も
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
と
呼
び
か
け
は
す
る
も
の
の
、
学
び
直
し

を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
、
本
人
次
第
。
会
社
と
し
て

策
定
し
た
「
人
材
育
成
計
画
」
も
、
社
員
に
強
制
す
る

も
の
で
は
な
く
、「
人
材
育
成
計
画
を
動
か
し
て
い
き
、

自
分
の
も
の
に
す
る
の
は
社
員
本
人
で
す
」
と
、
税
田

社
長
は
強
調
す
る
。

同
社
は
、
社
員
に
主
体
的
な
学
び
を
う
な
が
す
た
め
、

「
目
的・目
標
の
４
観
点
シ
ー
ト
」
と
「
曼ま

ん

荼だ

羅ら

チ
ャ
ー
ト
」

を
活
用
し
て
い
る
。
目
的
・
目
標
の
４
観
点
シ
ー
ト
と
は
、

教
育
者
の
原
田
隆
史
氏
が
考
案
し
た
目
的
達
成
の
た
め

の
手
法
「
原
田
式
メ
ソ
ッ
ド
」
で
使
わ
れ
る
ツ
ー
ル
。「
自

分
」
と
「
他
者
」、「
有
形
」
と
「
無
形
」
の
四
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
軸
に
、
目
標
を
分
析
し
、
目
標
の
意
味
づ
け

を
す
る
こ
と
で
、
目
標
達
成
の
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
も
の
だ
。

社
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
も
増
加
し
て
い
る
な
か
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
40

〜
50
歳
代
の
学
び
直
し
と
し
て
、
管
理
職
研
修
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
で
は
、
部
長
や
課
長
と
い
っ
た
管
理
職

を
す
べ
て
女
性
が
占
め
る
な
ど
、女
性
の
活
躍
が
目
立
っ

て
い
る
が
、「
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
、
管
理
職
、
あ

る
い
は
管
理
職
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
」（
税
田
社
長
）

の
が
実
情
だ
。今
後
、長
く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

管
理
職
の
育
成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
こ
で
同
社
で
は
、
２
０
２
３
年
度
に
、
管
理
職
、

管
理
職
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
宮
崎
県
の
「
ひ
な

た
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
に
、
管
理
職
で
あ
る
50
代
の
女
性
社
員
２

人
を
派
遣
し
た
。
ひ
な
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
、「
こ
れ
か
ら
の

宮
崎
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
、
県
と
経
済
団
体
・
金
融
機
関
な
ど
が
実
施
す

る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
県
内
企
業
に
勤
め
て
い
る

人
が
対
象
で
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
営
学
な
ど
を

は
じ
め
、
経
営
者
・
幹
部
、
管
理
者
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。２
人
は
会
社
の
業
務
と
並
行
し
て
研
修
に
通
っ
た
。

個
人
・
部
門
の「
目
的
・
目
標
チ
ャ
ー
ト
」

で
主
体
的
な
学
び

「
ひ
な
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
に
参
加
し
た
２
人
は
、
受
講
と

裕
が
あ
れ
ば
や
る
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
会
社
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る

と
、
人
は
来
て
く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
税
田
社

長
は
企
業
に
お
け
る
学
び
の
必
要
性
を
力
説
す
る
。

同
社
は
毎
期
、
売
上
げ
の
お
よ
そ
５
％
に
お
よ
ぶ
資

金
を
研
修
費
に
投
入
。
研
修
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
が
、

人
材
確
保
に
も
つ
な
が
り
、「『
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
会
社
を
選
ん
だ
』
と
い
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
だ
。

な
お
、
同
社
で
は
「
働
き
や
す
い
環
境
整
備
」
の
一

環
と
し
て
、
早
く
か
ら
定
年
を
70
歳
に
引
き
上
げ
、
70

歳
以
降
も
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
年
齢
の
上
限
な
く
継

続
雇
用
で
き
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
約
１
３
０
人

の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
約
30
人
が
60
歳
以
上
で
、
そ
の
う

ち
17
人
が
70
歳
以
上
と
、シ
ニ
ア
層
が
活
躍
し
て
い
る
。

一
方
で
、
研
修
の
充
実
な
ど
も
功
を
奏
し
、
20
代
、

30
代
の
若
手
社
員
も
増
え
て
お
り
、
正
社
員
10
人
中
６

人
が
20
代
。「
働
き
や
す
い
環
境
、
そ
し
て
来
て
く
れ
た

人
材
の
戦
力
化
」
と
い
う
戦
略
が
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

人
材
の
活
躍
」
と
し
て
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

税
田
社
長
が
よ
く
口
に
す
る
の
が「
チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
。「
変
わ
る
こ
と

を
恐
れ
ず
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
、
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
っ
て
く
る
」
と
い
う
思
い
を
込
め
た
も
の
だ
。
年
齢

を
重
ね
て
も
恐
れ
ず
に
、
学
び
直
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
り
、
長
く
活
躍
し
て
い
け
る

と
い
う
こ
と
だ
。

び直 し
〝

〞
〝
学
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社
員
数
約
１
万
６
０
０
０
人

「
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
」
の
活
躍
を
後
押
し

日
本
最
大
手
の
損
害
保
険
会
社
と
し
て
知
ら
れ
る
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
（
東
京
都
）。
２
０

０
４
（
平
成
16
）
年
10
月
に
、
旧
東
京
海
上
と
旧
日
動

火
災
が
合
併
し
て
現
会
社
が
誕
生
し
、
20
年
の
節
目
を

迎
え
る
が
、
創
業
自
体
は
明
治
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
自
由
闊
達
な
社
風
で
、
大
学
生
の
就
職
先
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
の
常
連
だ
。

社
員
数
は
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
３
月
末
現
在
で

１
万
６
６
４
５
人
。
定
年
は
60
歳
。
60
歳
以
降
は
「
シ

ニ
ア
社
員
」
と
し
て
１
年
更
新
で
65
歳
ま
で
再
雇
用
。

現
在
、
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
社
員
は
お
よ
そ
９
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
シ
ニ
ア
社
員
の
活
躍
を
う
な
が
し
、
自

律
的
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
お

も
に
二
つ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
「
シ
ニ

ア
お
役
に
立
ち
た
い
」。
社
内
公
募
で
シ
ニ
ア
人
材
を
募

り
、
人
員
が
不
足
し
て
い
る
地
方
部
署
な
ど
に
派
遣
し
、

当
該
職
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
社
員

が
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
経
験
・
知
識
を
元
に
交

流
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
を
高
め
て
い
く
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
二
つ
目
は
「
シ
ニ
ア
戦
略
ジ
ョ
ブ
リ
ク
エ
ス

ト
制
度
」。
高
度
な
専
門
性
や
知
識
・
経
験
が
求
め
ら
れ

る
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
シ
ニ
ア
人
材
の
社
内
公
募
を
行

い
、
シ
ニ
ア
人
材
が
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見

を
活
か
す
仕
組
み
だ
。
い
ず
れ
も
年
々
、
社
内
公
募
数
、

応
募
者
と
も
に
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

「
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
意
味
で
、
会
社
と
し
て
『
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
』
を
掲
げ

て
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
同
社
人
事
企
画
部
の
部
長

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に
向
け
、
社
員
の
〝
学
び
直
し
〞
を
積
極
的
に
後
押
し
す

る
企
業
を
紹
介
す
る
本
連
載
。
第
2
回
は
、「
東
京
海
上
日
動
版
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
」

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
中
高
年
人
材
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
力
を
注
ぐ
、
東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
。
生
涯
現
役
を
可
能
に
す
る
〝
学
び

直
し
〞
へ
と
、
社
員
の
意
識
を
い
か
に
し
て
高
め
る
か

―
。
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
聞
い
た
。

学
び
直
し

学
〝

〞

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

第2回



※　『エルダー』2022年12月号特集「いまだからこそ学び直す」参照
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202212/index.html#page=8

の
ミ
ド
ル
層
社
員
（
２
０
２
４
年
度
よ
り
40
歳
か
ら
59

歳
に
拡
大
）。
定
員
は
20
人
程
度
で
、
例
年
４
月
ご
ろ

か
ら
募
集
を
し
、７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
す
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
講
義
は
、「
夜
に
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
ま
し
た
が
、
夜
は
業
務
の
影
響
で
参
加
で
き
な

い
な
ど
、
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
土
曜
日
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
が
あ
る
人

な
ど
へ
の
影
響
も
考
え
、
講
義
時
間
も
３
時
間
に
し
て

い
ま
す
」
と
、
山
本
室
長
。
社
員
が
参
加
し
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね
た
と
い
う
。

何
を
学
べ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
―
―

学
び
直
し
へ
の
「
き
っ
か
け
」
を
提
供

「『
学
び
直
し
』
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
で
、
お
そ
ら

く
多
く
の
人
が
『
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
と
考
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
仕
事
が
忙
し
い
、
子

育
て
や
介
護
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
学

ぶ
時
間
が
と
れ
な
い
、
考
え
る
時
間
す
ら
な
い
と
い
う

人
が
多
い
の
も
現
実
」
と
い
う
の
が
、
山
本
室
長
の
見

解
だ
。「
ま
ず
は
『
何
を
学
ん
だ
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
』
と
い
う
人
に
、学
ぶ
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
に
つ
い

て
は
、
専
門
特
化
型
で
は
な
く
「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

つ
い
て
『
き
っ
か
け
』
に
な
る
よ
う
な
内
容
」
を
意
識

し
て
い
る
そ
う
だ
。

２
０
２
４
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
み
よ
う
。「
マ

イ
ン
ド
」、「
知
恵
」、「
健
康
」、「
評
判
」、「
仲
間
」
の

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

そ
の
取
組
み
の
一
つ
と
な
る
の
が
、「
東
京
海
上
日

動
版
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
（
以
下
、「
東
京
海
上
日
動

版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
」）」
だ
。

リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
ミ
ド
ル
層
の
さ
ら
な
る
成
長
」を
支
援

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
は
２
０
２
１
年
10
月
に
開

講
。「
学
び
直
し
を
通
じ
て
自
分
自
身
を
内
省
し
、
自

律
的
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
の
マ
イ
ン
ド
を
養
う
と
と

も
に
、
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
、
変
化
対
応
力
を

備
え
る
」
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
い

う
。
同
社
で
活
躍
し
て
い
る
ミ
ド
ル
層
社
員
の
学
び
直

し
、
さ
ら
な
る
成
長
を
支
援
す
る
の
が
目
的
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
株
式
会
社
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
（
東
京

都
）
の
協
力
の
も
と
開
発
さ
れ
た
。
同
社
は
、
ミ
ド
ル
・

シ
ニ
ア
層
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
特
化
し
た
教

育
機
関
で
あ
る
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
」
を
運
営
し
て

い
る
※
。
同
大
学
が
一
般
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
人
材
に

提
供
し
て
い
る
学
び
直
し
・
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
東
京
海
上
日
動
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
新
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
創
設
し
た
の
が
東
京
海
上
日
動

版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
と
な
る
。

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
８

回
、各
回
３
時
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
講
義
と
、「
ミ
ド
ル
・

シ
ニ
ア
学
び
放
題
」
と
銘
打
っ
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
対
象
は
、
42
歳
か
ら
57
歳

で
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
長
を
兼
務
す
る
山や

ま

本も
と

泰や
す

浩ひ
ろ

氏
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
す
え
、『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
』

の
考
え
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
な
か
、会
社
と
し
て
も
、

社
員
の
能
力
開
発
や
自
己
研
鑽
の
機
会
の
提
供
に
取
り

組
み
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
で
活
躍
す
る
社
員
を
後
押
し
し©2022 LIFE SHIFT INC All Rights Reserved.

図表　東京海上日動版LSUの講義プログラム（2024年）
テーマ 概　要

1 マインド VUCAの時代に生き残るた
めのイノベーターシップ

イノベーターシップの総論と学び方を学習します。創造のためには過去の経
験をアンラーニングし、自分の未来への思いを描くことが大切です。イノベー
ションマインドを呼び覚まします。

2 マインド
人生 100年時代のキャリア
戦略
変身資産確認①

人生 100年時代の現実を認識したうえで、自分が本来持っている強みに気
づき、これからのキャリアのビジョンを描きます。その実現のための自身の
力（変身資産）を確認します。

3 知恵 問題解決のための思考力を
磨く

意思決定、論理思考、問題解決力など、ビジネスに求められる基本的能力を
おさらいし、ミドルシニアとしてしっかり応用が効くスキルを再構築します。

4 健康 マインドフルネス・
ウェルビーイング

心身ともに健康であってこその人生100年。マインドフルネスやウェルビー
イングの極意を得てご自身の健やかなライフシフトに向けての実践方法を理
解します。

5 評判 セルフブランディング力
（自己 PR力）

第二の人生を切り拓くための自己 PR力を高める具体的なノウハウを学びま
す。将来のキャリアの方向性を見定めセルフブランディング力を高めます。

6 知恵
未来を考える力
ミドルシニアのための教養
講座

グローバル世界と日本についての歴史や哲学のおりなす背景、また主観を鍛
えるアートなどミドルシニアに相応しい教養を学ぶ新たな視点を身につけ
ます。

7 仲間 ミドルシニアの
コミュニケーション力

ミドルシニアに求められる「支援型リーダーシップ」の重要性を認識すると
ともに、必要なコミュニケーションスキル（共感力／傾聴力／モチベート力
／コーチング力）を実践的に学びます。

8 まとめ 変身資産確認②
並行 キャリア・コーチング ・個人別に２回（各回 30分）

並行 オンライン自主学習
・ライフシフト大学オンライン（WEBシステム）を 6カ月利用（7月～ 12月末）
※ 学習動画（ミドル・シニア学び放題：全 48講座）、ジャーナリング（学習振返り）、セルフコーチング
（日記）

び直 し
〝

〞
〝
学
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と
、
山
本
室
長
。
受
講
者
を
対
象
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

満
足
度
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
受
講
者

の
う
ち
半
数
以
上
が
満
足
度
「
10
点
満
点
」
で
、
全
員

が
８
点
以
上
、
平
均
は
９
・
４
点
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年
間

で
、
受
講
し
た
社
員
の
数
は
計
約
60
人
。
そ
の
う
ち
の

２
人
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
の
感
想
を
う
か
が
っ
た
。

Ａ
社
員
（
54
歳
）

◯
所
属
・
役
職
／
Ｙ
支
店
・
企
業
営
業
チ
ー
ム
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

◯
参
加
理
由
／
「
メ
ン
バ
ー
を
指
揮
す
る
・
鼓
舞

す
る
・
よ
い
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
役
割
に
あ
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
最
新
の
確
立
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
理
論
と
自
身
の
経
験
を
融
合
さ
せ
る
意
義
・
重

要
性
を
強
く
感
じ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、「
人
生
１

０
０
年
時
代
」
に
お
い
て
、
文
字
通
り
折
り
返
し
年

齢
を
過
ぎ
た
時
点
で
、
公
私
と
も
に
こ
れ
ま
で
の

人
生
を
ふ
り
返
る
絶
好
の
機
会
だ
と
も
思
い
ま
し

た
。
当
時
の
勤
務
地（
北
海
道
）
か
ら
、
休
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る
と
い
う
利
便
性
も
参
加

の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

◯
受
講
し
た
感
想
／
全
８
回
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
効
率
・
効
果
的
に
学
び
、

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
も
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
自
身
の
持
つ
強
み
に
気
づ
き
、
半
生
を
「
心
の

充
実
度
」
と
い
う
切
り
口
で
ふ
り
返
っ
た
こ
と
で
、

自
分
の
想
い
を
再
確
認
し
、
公
私
と
も
に
新
た
な
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
お
金
の
重

要
性
に
も
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
、
国
家
資
格
の

１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

Ｂ
社
員
（
47
歳
）

◯
所
属
・
役
職
／
Ｚ
支
社
、
支
社
長

◯
参
加
理
由
／
以
前
に
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を

受
講
し
て
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、
学
び
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
な
か
で
、
東
京
海

上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
が
開
講
す
る
こ
と
を
知
り
参
加
し

ま
し
た
。
社
会
人
経
験
は
長
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま

す
が
、「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た
漠
然
と

し
た
将
来
へ
の
不
安
が
あ
り
、
変
化
の
激
し
い
時
代

に
お
い
て
、
自
ら
が
変
化
し
た
り
学
ん
だ
り
で
き
る

環
境
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◯
受
講
し
た
感
想
／
会
社
員
人
生
が
終
わ
っ
て
も
、

そ
の
後
の
人
生
は
長
く
続
く
こ
と
、
そ
し
て
10
年
、

20
年
後
の
将
来
に
つ
い
て
、
い
ま
か
ら
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い

時
代
だ
か
ら
こ
そ
学
び
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
健
康
が
重
要
だ
と
思

い
、
体
調
管
理
に
も
非
常
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
健
康
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
た
め
「
日

本
健
康
マ
ス
タ
ー
検
定
」
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
の

受
験
を
決
意
し
、
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
つ
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
シ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ

ア
戦
略
、マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、

セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
な

ど
の
内
容
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
講
義
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
（
図
表
）。
２
０
２
４
年
か
ら
は
新
た
に
「
知
恵
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
で
、「
未
来
を
考
え
る
た
め
の

視
点
と
し
て
、
歴
史
や
哲
学
に
関
す
る
内
容
も
学
ぶ
の

が
特
色
の
一
つ
」（
山
本
室
長
）
だ
と
い
う
。

そ
の
う
え
で
「
プ
ラ
ス
α
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

見
た
い
と
き
、
学
び
た
い
と
き
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
も
開
設
。

内
容
は
①
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
②
ミ
ド
ル

シ
ニ
ア
ロ
ー
ル
、
③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
④
未
来
を
考

え
る
力
、
の
４
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
講

座
数
は
10
〜
16
。
い
ず
れ
も
20
〜
30
分
程
度
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
例
年
「
予
想
以
上
に
視

聴
さ
れ
て
い
る
」（
山
本
室
長
）
そ
う
だ
。
前
年
ま
で

の
実
績
で
は
、
１
人
あ
た
り
10
時
間
以
上
視
聴
し
て
い

る
計
算
に
な
る
と
い
う
。

「
新
た
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
た
」

「
会
社
を
退
職
後
も
人
生
は
続
く
」

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
の
受
講
費
用
は
計
12
万
５

０
０
０
円
。
す
べ
て
受
講
者
が
負
担
す
る
。「
自
己
負
担

し
て
で
も
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
意
識
が
高
い

人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か

り
勉
強
を
し
て
い
た
だ
い
て
、す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」



者
を
募
り
、
各
回
定
員
20
人
で
年
８
回
、
計
約
１
６
０

人
が
参
加
し
て
い
る
。
各
回
と
も
、
４
時
間
の
研
修
２

回
で
構
成
。
１
回
目
は
、
自
分
を
理
解
す
る
こ
と
、
内

省
を
う
な
が
す
よ
う
な
内
容
が
中
心
で
、
例
え
ば
「
欲

求
」
に
つ
い
て
考
え
、「
自
分
は
何
を
し
た
い
か
」
の

原
点
に
立
ち
返
っ
た
り
、
自
分
の
能
力
、
経
験
の
棚
卸

し
を
通
じ
、「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」
を
考
え
た
り

す
る
そ
う
だ
。

２
回
目
の
研
修
は
、
１
回
目
の
２
週
間
後
に
実
施
さ

れ
る
。
１
回
目
か
ら
２
週
間
の
時
間
を
お
き
、
そ
の
間

に
「
自
分
が
今
後
、
何
を
し
て
い
き
た
い
か
」
な
ど
を

考
え
る
時
間
を
設
け
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
２
回

目
の
研
修
で
は
、
考
え
た
こ
と
を
ふ
ま
え
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。「『
ま
ず
は
最
初
の
一
歩
か
ら
』、『
小

さ
な
目
標
か
ら
で
も
始
め
よ
う
』
と
い
う
こ
と
で
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
現
実
と
し
て
、
何

か
ら
始
め
ら
れ
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
よ

い
」（
山
本
室
長
）
と
、研
修
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
話
し
た
。

「
第
一
歩
」
へ
背
中
を
押
す
―
―

〝
学
び
直
し
〞
で
の
会
社
の
役
割

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
50

研
修
は
い
ず
れ
も
、
受
講
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る

が
、「
い
ま
、
受
講
し
て
い
る
人
も
、
社
員
の
分
母
か

ら
す
れ
ば
決
し
て
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
と
会
社
の
な
か
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
学
び

直
し
の
裾
野
を
広
げ
て
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
す
る
こ
と
が

「
50
研
修
」
で
醸
成
す
る

〝
学
び
直
し
〞
へ
の
意
識

成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
だ

が
、
同
社
に
と
っ
て
は
ミ
ド
ル
層
社
員
向
け
の
研
修
体

系
の
一
部
で
あ
り
、
40
代
・
50
代
の
社
員
に
学
び
直
し

や
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の
機
会
を
提
供
す
る
取
組
み
は
、
ほ
か
に

も
重
層
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
研
修
体
系
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
の
が
47
歳

に
到
達
し
た
社
員
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
47

歳
研
修
」
と
呼
ば
れ
、
長
く
実
施
さ
れ
て
き
た
「
人
事

制
度
説
明
会
」
だ
。
研
修
に
は
47
歳
を
迎
え
た
全
社
員

が
参
加
し
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
向
け
の
人
事
制
度
に
関

す
る
説
明
が
行
わ
れ
る
。
年
金
や
退
職
金
に
関
す
る
こ

と
や
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
支
援
制
度
（
早
期
退
職
等
）

な
ど
、
い
わ
ば
「
今
後
の
人
生
の
た
め
に
、
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
」
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
が
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
50
研
修
」。

以
前
は
、
47
歳
研
修
と
同
様
、
50
歳
研
修
を
必
須
で
実

施
し
て
い
た
が
、「
キ
ャ
リ
ア
選
択
は
自
律
の
時
代
。

全
員
に
一
律
の
研
修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
や
め
選
択

制
と
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
向
け

て
、
ま
だ
一
歩
を
ふ
み
出
せ
て
い
な
い
人
、
自
分
の
取

組
み
で
は
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
に
向
け
て
、
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
山
本
室
長
）

研
修
の
対
象
と
な
る
の
は
、
50
〜
57
歳
の
社
員
（
２

０
２
４
年
度
よ
り
50
〜
59
歳
に
拡
大
）。
毎
年
、
希
望

課
題
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
本
室
長
）

山
本
室
長
自
身
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
を
運
営
す

る
に
あ
た
り
、「
自
分
も
学
び
直
し
を
し
な
け
れ
ば
」

と
考
え
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
国
家
資
格
取

得
に
挑
戦
。
専
門
機
関
の
講
習
会
に
参
加
し
学
び
の
輪

に
入
る
な
か
で
、
自
ら
費
用
を
か
け
、
時
間
を
か
け
て

学
ん
で
い
る
人
の
多
さ
に
、
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
。

「
私
た
ち
の
世
代
、
少
な
く
と
も
入
社
当
時
の
私
に

は
、
勉
強
の
機
会
や
研
修
は
会
社
が
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
、
会
社
が
レ
ー
ル
を
敷
い
て
く
れ
る
と
い
う
感
覚

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
社
内
に
も
自
ら
学
ん
で
い

る
社
員
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
会
社
全
体
で
学
び
直

し
の
大
き
な
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
山
本
室
長
）

社
内
に
〝
学
び
直
し
〞
の
文
化
を
根
づ
か
せ
る
た
め

に
、大
切
だ
と
す
る
の
が
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」。
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
直
し
の
き
っ
か
け
に
も
し

て
も
ら
お
う
と
、
同
室
は
こ
の
ほ
ど
、
同
室
社
員
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

山
本
室
長
は
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
と
い
う
こ
と
で
、『
自

分
で
考
え
る
べ
き
だ
』
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ー
ト
は
や
は
り
、
背
中
を
押
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
事
」
と
強
調
す
る
。
会
社
が
背
中
を

押
す
こ
と
で
、「
生
涯
現
役
に
つ
な
が
る
よ
う
な
意
識

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
社
内
で『
こ
れ
か
ら
も
、し
っ

か
り
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
』
と
い
う
人
た
ち
を
、
１
人

で
も
多
く
し
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
。

五
つ
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
シ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ

ア
戦
略
、マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、

セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
な

ど
の
内
容
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
講
義
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
（
図
表
）。
２
０
２
４
年
か
ら
は
新
た
に
「
知
恵
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
で
、「
未
来
を
考
え
る
た
め
の

視
点
と
し
て
、
歴
史
や
哲
学
に
関
す
る
内
容
も
学
ぶ
の

が
特
色
の
一
つ
」（
山
本
室
長
）
だ
と
い
う
。

そ
の
う
え
で
「
プ
ラ
ス
α
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

見
た
い
と
き
、
学
び
た
い
と
き
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
も
開
設
。

内
容
は
①
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
②
ミ
ド
ル

シ
ニ
ア
ロ
ー
ル
、
③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
④
未
来
を
考

え
る
力
、
の
４
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
講

座
数
は
10
〜
16
。
い
ず
れ
も
20
〜
30
分
程
度
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
例
年
「
予
想
以
上
に
視

聴
さ
れ
て
い
る
」（
山
本
室
長
）
そ
う
だ
。
前
年
ま
で

の
実
績
で
は
、
１
人
あ
た
り
10
時
間
以
上
視
聴
し
て
い

る
計
算
に
な
る
と
い
う
。

「
新
た
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
た
」

「
会
社
を
退
職
後
も
人
生
は
続
く
」

東
京
海
上
日
動
版
Ｌ
Ｓ
Ｕ
の
受
講
費
用
は
計
12
万
５

０
０
０
円
。
す
べ
て
受
講
者
が
負
担
す
る
。「
自
己
負
担

し
て
で
も
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
意
識
が
高
い

人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か

り
勉
強
を
し
て
い
た
だ
い
て
、す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」

び直 し
〝

〞
〝
学
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社
員
自
ら
の
選
択
で
挑
戦
す
る

「
学
び
方
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

大
手
製
薬
会
社
、
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
（
東
京
都
）

の
創
業
は
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
。
80
年
を
超
え
る
歴

史
を
持
ち
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
新
た
な
治
療
薬
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
（
商
品
名

レ
ケ
ン
ビ
）」の
開
発
で
注
目
を
集
め
た
。
２
０
２
４
年

６
月
に
は
、
米
タ
イ
ム
誌
が
選
ぶ
「
世
界
で
最
も
影
響

力
の
あ
る
１
０
０
社
（TIM

E100 M
ost Influential 

Com
panies

）」
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。

国
内
外
に
拠
点
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
の
従

業
員
数
は
約
１
万
１
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
。
国
内
本
社

の
従
業
員
数
は
約
３
０
０
０
人
。
年
齢
別
構
成
比
（
２

０
２
３
年
度
）
は
、
30
歳
未
満
が
16
・
６
％
、
30
〜
39

歳
が
23
・
２
％
、
40
〜
49
歳
が
24
・
８
％
、
50
〜
59
歳

が
28
・
３
％
。
定
年
は
65
歳
で
、
60
歳
以
上
の
従
業
員

の
割
合
は
７
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
、「
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
築
き
、
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
で
成
長
で
き
る
人
財
を
育
む
」
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
研
修

体
系
を
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
２
０
２

１
年
に
全
社
員
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
た
公
募
型
の
研

修
「
学
び
方
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
だ
。

同
社
の
人
財
育
成
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
戦
略
を
管
轄
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｒ
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

部
の
古こ

森も
り

雄ゆ
う

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

「
一
つ
の
特
定
の
研
修
に
手
を
あ
げ
て
も
ら
う
と
い
う

形
で
は
な
く
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
個
人
の
嗜
好
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
ら
選
択
し
、
挑
戦
す
る
ス
タ
イ
ル

で
行
う
の
が
研
修
の
特
徴
」
と
話
す
。
具
体
的
に
は
、

外
部
の
研
修
会
社
が
提
供
す
る
研
修
コ
ン
テ
ン
ツ
か

ら
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
び
た
い
領
域
、
学
び
た
い

テ
ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
て
受
講
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
、
②
営
業
、
③
リ
ー

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
到
来
に
向
け
、
社
員
の
〝
学
び
直
し
〞
を
支
援
す
る
先

進
企
業
を
紹
介
す
る
本
連
載
。
第
３
回
は
、「
学
び
方
改
革
」、「
社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
エ
ー
ザ

イ
株
式
会
社
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
全
社
員
に
門
戸
を
開
い
た
取

組
み
が
、
中
高
年
人
材
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

学
び
直
し

学
〝

〞

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社

第3回
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近藤樹グループ長

す
。
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
た
め
に
も
、

社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
」
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｒ
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
部
タ
レ
ン
ト
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

の
近こ

ん

藤ど
う

樹た
つ
き

グ
ル
ー
プ
長
。「
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
と
は
、
一
般
的
に
「
個
人
が
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
に
対
し
て
主
体
性
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
持
っ
て

取
り
組
む
意
識
と
行
動
」を
さ
す
が
、「
企
業
に
と
っ
て
、

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
て
い
く
こ

と
は
、
と
て
も
重
要
な
課
題
。
そ
う
し
た
認
識
が
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

２
０
２
３
年
度
は
、
11
部
門
で
、
計
82
人
が
社
内
Ｅ

Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
参
加
。
ス
タ
ー
ト
以
来
の
参
加
者
は
延
べ

３
６
４
人
に
の
ぼ
る
。
若
手
層
が
多
い
が
、
ベ
テ
ラ
ン

と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
参
加
割
合
が
特
に
低
い
と
い

う
こ
と
で
も
な
い
」
の
が
現
状
。
全
社
の
年
代
構
成
比

と
申
込
者
の
年
代
構
成
比
に
大
き
な
差
は
な
く
、「
研

修
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
前
向
き
に
考
え
て
い
る
人

が
、
シ
ニ
ア
層
に
も
た
く
さ
ん
い
る
」
と
見
て
い
る
。

「
社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
―
ふ
だ
ん
と
異
な
る

環
境
で
「
今
後
の
自
分
」
を
考
え
る

同
社
の
研
修
体
系
に
は
、「
社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。「
会
社
主
導
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」
か
ら
、「
社
員
個
々
の
価
値
観
・
挑
戦
意
欲
に
基

づ
く
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
へ
と
、
社
員
の
意
識

改
革
を
う
な
が
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
内
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
取
組
み
で
、
２
０
１
６（
平
成
28
）
年
か

ら
続
い
て
い
る
も
の
だ
。

同
社
に
は
、薬
の
研
究
開
発
を
行
う
部
門
を
は
じ
め
、

生
産
、
営
業
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
場
が
あ
る
が
、
社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
は
、
人
事
異

動
を
と
も
な
う
こ
と
な
く
、
自
部
門
以
外
の
実
務
を
経

験
し
た
り
、
会
議
な
ど
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。自
部
門
以
外
の
情
報
や
他
部
門
の
仕
事
の
意
義
、

業
務
の
進
め
方
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
知
る
の
に
加

え
、
ふ
だ
ん
と
異
な
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、「
自

分
自
身
が
今
後
ど
う
あ
り
た
い
か
」
を
考
え
る
機
会
に

し
て
も
ら
う
の
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
だ
と
い
う
。

「
キ
ャ
リ
ア
を
志
向
し
て
い
く
う
え
で
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
広
い
視
野
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
④
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
⑤
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
⑥
思
考
力
、
⑦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
７

種
の
テ
ー
マ
で
、
約
１
２
０
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
約
７
０

０
人
の
社
員
が
参
加
し
て
い
る
。

社
外
の
人
た
ち
と
の
学
び
合
い
に
効
果

シ
ニ
ア
層
も
積
極
的
に
参
加

学
び
方
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、「
新
た
な
価

値
観
、
付
加
価
値
・
多
様
性
を
持
つ
人
財
の
醸
成
」
だ
。

外
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
社
外
の
人

た
ち
と
交
流
し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
研
修
で
学
ぶ
内
容
そ
の
も
の
へ
の
期
待
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ん
で
い
く
こ
と
や
、

社
外
の
人
た
ち
と
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
の
意
味
が
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
い
わ
ゆ
る
ハ
シ
ゴ
を
上
っ
て
い
く
よ
う
な
単
一
型

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
だ
け
で
は
な
く
、
上
下
左
右
と
自
由

に
動
け
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
へ
の
視
野
を
広
げ
て
い
た

だ
く
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
」（
古

森
さ
ん
）

学
び
方
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
年
代
別
に
見

る
と
、「
管
理
職
少
し
前
の
世
代
」の
30
〜
35
歳
ぐ
ら
い
、

「
管
理
職
に
な
っ
て
間
も
な
い
、
あ
る
い
は
組
織
長
に

な
る
少
し
前
の
世
代
」
の
40
〜
45
歳
ぐ
ら
い
の
割
合
が

多
い
と
い
う
。
シ
ニ
ア
層
に
つ
い
て
は
、「
特
に
多
い

ら
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
び
た
い
領
域
、
学
び
た
い

テ
ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
て
受
講
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
、
②
営
業
、
③
リ
ー

び直 し
〝

〞
〝
学
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清き
よ
し

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
話
す
。

社
外
の
人
た
ち
と
の
共
同
作
業
は
、「
社
内
で
は
あ

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
仕
事
の
進
め
方
や
ア
イ
デ
ア

の
出
し
方
が
、ま
っ
た
く
あ
た
り
前
で
は
な
い
」と
い
っ

た
気
づ
き
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
社
内
の
会
議
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
上
司
や
先
輩
が
発
言
の
機
会
を
与
え

て
く
れ
る
が
、
社
外
の
活
動
で
は
他
者
の
助
け
舟
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
発
言
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
る

こ
と
な
ど
も
、
成
長
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｋ
ｉ
に
は
、
エ
ー
ザ
イ
か
ら
こ
れ
ま
で
合

計
35
人
が
参
加
。
う
ち
40
代
は
31
％
、
50
歳
以
上
が

14
％
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
参
加
者

の
上
長
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
発
言
が

積
極
的
に
な
っ
た
」、「
先
輩
に
対
す
る
接
し
方
が
変

わ
っ
て
き
た
」
な
ど
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
参
加
者

に
行
動
変
容
の
兆
し
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「『
隣
の
芝
は
青
い
』
と
思
っ

て
い
て
、
実
際
に
隣
の
芝
も
青
か
っ
た
が
、
エ
ー
ザ
イ

の
芝
は
も
っ
と
青
々
と
し
て
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
も

聞
か
れ
る
と
い
う
。他
社
の
人
た
ち
と
接
し
た
こ
と
で
、

自
社
の
よ
さ
へ
の
気
づ
き
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

年
齢
制
限
を
設
け
な
い
研
修
制
度

シ
ニ
ア
層
に
も
若
手
と
同
じ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

エ
ー
ザ
イ
の
研
修
体
系
に
は
、
学
び
方
改
革
や
社
内

Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
以
外
に
も
、
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
入
社
時
研
修
や
新
任
経
営
職
研

修
、
新
任
組
織
長
研
修
な
ど
、
階
層
別
の
必
須
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
や
個
別
キ
ャ
リ

ア
相
談
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充

実
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画

学
習
サ
ー
ビ
ス
な
ど
のe-learning

で
、
自
発
的
な

学
習
を
支
援
し
て
い
る
。本
社
約
３
０
０
０
人
の
う
ち
、

約
２
０
０
０
人
が
受
講
し
て
い
る
そ
う
だ
。

さ
ら
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
現
実
に
活
か
す
、
実
践
の

機
会
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
の
意
思
で
他
部
署
へ

の
異
動
が
希
望
で
き
る
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

（
社
内
公
募
）」
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
国

を
超
え
た
活
躍
を
希
望
す
る
社
員
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
推
進
し

て
い
る
。

層
、
管
理
職
か
ら
の
参
加
も
あ
る
と
い
う
。

「
社
外
越
境
体
験
」
も
ス
タ
ー
ト

プ
ロ
ボ
ノ
活
動
で
「
新
た
な
視
点
」
を
探
る

２
０
２
２
年
に
は
、
社
外
を
対
象
と
し
た
越
境
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
社
外
越
境
体
験
」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
プ
ロ

ボ
ノ
活
動
（
会
社
に
勤
め
な
が
ら
、
自
分
の
専
門
知
識

や
経
験
を
活
か
し
て
社
会
貢
献
す
る
活
動
）に
参
加
し
、

ほ
か
の
会
社
の
人
と
学
び
合
い
、
新
た
な
視
点
か
ら
気

づ
き
を
得
て
も
ら
う
取
組
み
だ
。

社
外
越
境
に
は
、
人
材
活
用
支
援
な
ど
を
行
う
エ
ッ

セ
ン
ス
株
式
会
社
（
東
京
都
）
が
提
供
す
る
「
プ
ロ
ボ

ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｋ
ｉ
」（
以
下
、「
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｋ
ｉ
」）
を
活
用
。
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｋ
ｉ
で
は
、「
異
業
種
×

多
世
代
×
社
会
課
題
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
参
加
者
の

視
野
の
拡
大
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
な
ど
に
つ
な
げ
る
活
動

が
行
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
も
職
種
も
違
う
企

業
の
社
員
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
支

援
が
必
要
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
エ
リ
ア
中
小
企

業
の
経
営
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
の

活
動
に
取
り
組
む
。

「
自
由
な
発
想
で
、
ほ
か
の
会
社
の
人
と
一
緒
に
学

び
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

生
ま
れ
ま
す
。『
世
の
中
は
ま
だ
ま
だ
広
く
、
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
』
と
い
う
気
づ
き
を
得
て
も

ら
う
の
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
す
」
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｈ
Ｒ
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
部
の
内う

ち

田だ



よ
う
に
な
っ
た
。
学
び
直
し
に
も
積
極
的
に
な
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
外
出
を
制
限
さ
れ

て
い
た
期
間
は
、
英
語
の
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
ん
な
Ａ
さ
ん
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
国

際
的
に
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
る
社
員
に
向
け
た

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
公

募
選
抜
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、ほ
か
の
研
修
と
同
様
、

参
加
者
の
年
齢
制
限
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
さ
ん
は

募
集
に
応
じ
て
参
加
し
若
手
社
員
と
と
も
に
課
題
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
希
望
し
て
い
た
国
際
業
務
部
門
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
配
属
さ
れ
、
い
ま
も
挑
戦
は

続
い
て
い
る
と
い
う
。

医
薬
情
報
担
当
者
（
Ｍ
Ｒ
）
の
Ｂ
さ
ん
も
、
同
じ
く

50
代
後
半
で
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
た
１
人
だ
。

Ｂ
さ
ん
の
場
合
、〝
学
び
直
し
〞
の
場
と
し
て
選
ん
だ
の

は
社
外
越
境
の
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｋ
ｉ
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
、

業
種
の
人
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
課
題
解
決
に
つ
い
て

考
え
、
学
び
合
う
こ
と
で
、
視
野
を
広
げ
た
。

研
修
終
了
後
、
Ｂ
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
が
「
医
薬
品
を
受
け
取
れ
ず
困
っ
て
い
る
人

た
ち
」
に
向
け
た
取
組
み
だ
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
医

薬
品
を
届
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
勉
強
も
進
め
て
い

る
と
い
う
。

こ
う
し
た
ベ
テ
ラ
ン
人
財
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
い
て
、近
藤
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
、

同
社
の
研
修
に
は
「
年
齢
制
限
を
設
け
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
少
な
い
」
と
い
う
の
も
特
徴
だ
。
中
高
年
齢

層
も
、
若
手
と
同
じ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
以
前
は
、
年
代
に

よ
っ
て
受
講
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
が
、
会

社
と
し
て
方
針
を
転
換
し
、
現
在
で
は
、
学
び
方
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
社
内
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
も
社
外
越
境
体
験
も

全
世
代
対
象
で
、
年
代
を
問
わ
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

近
藤
グ
ル
ー
プ
長
は
、
シ
ニ
ア
層
を
対
象
と
し
た
研

修
に
つ
い
て
、一
般
的
に
退
職
を
視
野
に
入
れ
た
内
容
、

退
職
を
促
進
す
る
内
容
が
多
い
点
を
指
摘
し
、「
ミ
ド

ル
層
、
シ
ニ
ア
層
の
社
員
も
エ
ー
ザ
イ
に
と
っ
て
き
わ

め
て
重
要
な
人
的
資
本
。
現
在
の
ミ
ド
ル
層
、
シ
ニ
ア

層
の
人
た
ち
が
最
後
ま
で
働
い
て
、
輝
き
続
け
る
た
め

に
も
、
若
手
と
同
じ
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く
。
そ
う

い
う
発
想
で
進
め
て
い
ま
す
」
と
、
強
調
し
た
。

〝
学
び
直
し
〞
か
ら
新
た
な
道
へ

50
代
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

年
齢
制
限
を
廃
し
た
、
積
極
的
な
〝
学
び
直
し
〞
の

推
進
は
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

入
社
以
降
、営
業
部
門
で
活
躍
し
て
き
た
Ａ
さ
ん
は
、

50
代
後
半
で
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
ラ
イ
フ
シ
フ

ト
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
定
年
後
も
続
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
る

エ
ー
ザ
イ
に
所
属
し
て
い
る
期
間
と
い
う
の
は
、
本
当

に
道
の
半
ば
で
あ
っ
て
、
人
生
の
な
か
の
ご
く
一
部
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
ど
の
年
代
に
と
っ
て
も
リ
ス
キ

リ
ン
グ
は
必
要
で
す
」
と
話
す
。
続
け
て
「
自
分
が
最

期
を
迎
え
る
と
き
に
、
自
分
が
ど
ん
な
人
間
で
あ
り
た

い
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
ざ
し
、
人
は
生
き
抜
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
現
在
の
仕
事
を
、
自
分

が
目
ざ
す
人
間
像
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
チ
ャ

ン
ス
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
つ
ね
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が

必
要
だ
と
の
考
え
も
強
調
し
た
。

ミ
ド
ル
層
や
シ
ニ
ア
層
の
〝
学
び
直
し
〞
を
め
ぐ
っ

て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
雇
用
延
長
の
可
能
性
も
あ
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
近

藤
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
組
織
長
な
ど
が
中
心
に
な
り
、

学
び
直
し
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
会
社
全
体
の
、

〝
学
び
直
し
〞
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
構
え
だ
。

び直 し
〝

〞
〝
学



2024.10

人事部人材開発室審議役・
CDPプロジェクトリーダーの高橋俊哉さん

従
業
員
の
学
び
か
ら
組
織
の
好
循
環
を

「“
人
の
大
樹
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

１
９
２
７（
昭
和
２
）年
の
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

発
足
か
ら
90
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
大
樹
生
命
保
険

株
式
会
社
（
東
京
都
江
東
区
）。
２
０
１
９（
平
成
31
）

年
４
月
の
社
名
変
更
か
ら
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
。

全
国
47
都
道
府
県
に
63
の
支
社
と
４
３
３
の
営
業
拠

点
を
展
開
し
、
従
業
員
数
は
１
万
９
１
８
人
、
う
ち
内

勤
職
員
は
３
８
５
７
人
。
50
歳
以
上
の
従
業
員
が
大
き

な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、
企
業
の
持
続

的
な
成
長
と
経
験
豊
富
な
当
該
層
の
知
識
や
能
力
を
最

大
限
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
に
65
歳
定
年
制
を
導
入
し
て
い
る
。

同
社
で
は
、「
大
樹
生
命
の
だ
れ
も
が
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
」
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
２
０
２
０
年
度
に
〝
人

の
大
樹
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
従
業
員

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
の
満
足
度
向

上
か
ら
企
業
価
値
の
持
続
的
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
好
循

環
を
目
指
す
」
も
の
で
、
①
上
司
と
部
下
の
関
わ
り
の
強

化
、
②
成
長
の
た
め
の
主
体
的
な
学
び
の
支
援
、
③
成
長

の
た
め
の
土
台
作
り
―
の
三
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
拡
充

な
ど
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
施
策
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
研
修
と
は
基
本
的
に
、
会
社
が
指
名
し
、
会
社
が
定

め
た
画
一
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、
受
講
者
に
と
っ

て
必
ず
し
も
自
己
実
現
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
、
し
か

も
、
あ
ま
り
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
で
す
よ
ね
」
と
、
従
来

型
の
〝
学
び
〟
に
限
界
を
感
じ
る
と
話
す
の
が
、
人
事

部
人
材
開
発
室
審
議
役
・
Ｃ
Ｄ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
高た

か

橋は
し

俊と
し

哉や

さ
ん
だ
。
高
橋
さ
ん
は
、
入
社
10
年

ま
で
の
従
業
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
を
は
じ
め
、
社
内
全

体
の
人
材
育
成
施
策
を
に
な
う
人
物
で
あ
る
。

以
前
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高
橋
さ
ん
が
主
導
し

て
作
成
し
て
い
た
が
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
よ
う
な

普
遍
的
な
考
え
方
や
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
っ
て
も
、
研
修
の

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
到
来
に
向
け
、〝
学
び
直
し
〟
を
支
援
す
る
先
進
企
業
を

紹
介
す
る
本
連
載
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、「
学
習
す
る
個
・
組
織
」
の
実
現
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
を
、〝
人
の
大
樹
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
全
社
的
に
進
め
る
大
樹

生
命
保
険
株
式
会
社
に
迫
る
。「
学
び
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
街
づ
く
り
と
一
緒
」
と

い
う
視
点
か
ら
、
独
自
の
「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
作
成
。
世
代
を
超
え
た
学
び
合
い
、
主

体
性
や
持
続
可
能
性
を
重
視
し
た
取
組
み
が
特
徴
だ
。

学
び
直
し

“

”

最終回

大た
い

樹じ
ゅ

生せ
い

命め
い

保ほ

険け
ん

株
式
会
社



い
と
思
い
ま
す
」
と
高
橋
さ
ん
は
話
す
。「
街
づ
く
り
で

は
ま
ず
、
地
域
性
が
重
要
で
す
。
地
域
に
は
歴
史
や
文

化
、
独
自
の
環
境
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
会
社

の
文
化
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
活
か
す
こ
と

が
重
要
」
と
考
え
、「
大
樹
生
命
ら
し
さ
」
を
意
識
し
た
。

さ
ら
に
、「
シ
ニ
ア
が
い
れ
ば
若
者
も
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
働
く
人
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
、
多
様
な

価
値
観
や
背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
と
も
に
学
び
合

う
環
境
が
不
可
欠
」
と
し
て
、「
多
様
性
・
自
律
性
の
尊

重
」
を
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

地
域
の
住
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、
意
見
を
出
し
合
っ

て
進
む
街
づ
く
り
の
よ
う
に
、
多
様
な
人
材
が
世
代
を

超
え
て
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
、
互
い
に

学
び
合
え
る
よ
う
な
風
土
の
醸
成
を
目
ざ
し
て
い
る
。

人
材
開
発
室
で
は
「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
と
合
わ
せ
、「
互

い
に
学
び
合
い
、
成
長
す
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
従
業

員
に
伝
え
る
た
め
、
社
内
向
け
の
動
画
※
も
作
成
し
た
。

文
書
な
ど
で
は
な
く
動
画
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
選
ん
だ

理
由
に
つ
い
て
、「
自
分
ご
と
と
し
て
受
け
と
め
て
も

ら
う
た
め
に
は
共
感
が
土
台
に
な
い
と
機
能
し
な
い
」

と
、
高
橋
さ
ん
は
話
す
。

対
話
を
「
見
え
る
化
」
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
で
制
作
し
た
動
画
は
、
い
わ
ゆ

る
「
Ｚ
世
代
」
と
シ
ニ
ア
の
会
話
を
軸
に
構
成
。「
若
い

世
代
と
シ
ニ
ア
世
代
が
一
緒
に
学
び
高
め
合
う
こ
と

が
、
個
々
の
成
長
・
共
創
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と

を
視
覚
的
に
訴
え
て
い
る
。

人
材
育
成
の
あ
り
方
を
大
き
く
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
中
期
経
営
計
画
だ
。
２
０
２
４
～
２
０
２

６
年
度
の
３
カ
年
で
掲
げ
る
人
材
像
は
、
①
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
、
仕
事
を
根
本
か
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
材
、

②
変
化
に
挑
戦
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
戦
略
を
構
想

で
き
る
人
材
の
2
点
。
こ
の
方
向
性
を
ベ
ー
ス
に
、
一
般

的
な
企
業
が
抱
え
る
「
学
び
直
し・リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
壁
」

の
要
因
分
析
な
ど
も
丹
念
に
行
い
な
が
ら
、
よ
り
身
近

で
、
持
続
可
能
性
を
重
視
し
た
内
容
に
再
構
築
し
た
。

「
学
び
の
仕
組
み
づ
く
り
は
街
づ
く
り
」

“
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
”で
世
代
を
超
え
た
学
び
を

「
い
ま
ま
で
は
、
特
定
の
階
層
や
ス
キ
ル
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
、
会
社
の
定
め
る
方
針
や
人
材
像
に
沿
っ
た
人
材

育
成
を
進
め
て
い
た
」（
高
橋
さ
ん
）
と
い
う
点
を
見
直

し
、
学
び
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
２
０
２

４
年
４
月
に
打
ち
出
し
た
の
が
「
人
の
大
樹　

学
び
Ｍ

Ａ
Ｐ
」（
図
表
）だ
。
職
階
・
施
策
名
を
縦
に
並
べ
た
、
あ

り
が
ち
な
人
材
育
成
体
系
図
で
は
な
く
、
社
内
外
の
学

び
の
す
べ
て
の
取
組
み
が
一
目
で
体
感
で
き
る
よ
う
に

「
４
つ
の
大
陸
」
を
模
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
た
。
イ

ラ
ス
ト
は
従
業
員
の
手
に
よ
る
も
の
で
、「“
人
の
大
樹
”

の
社
風
を
大
切
に
し
つ
つ
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分

ら
し
さ
を
探
究
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
「
地
図
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
背
景
に
あ
る
思
想
は
、“
街
づ
く
り
”
で
す
。
学
び

の
仕
組
み
自
体
は
、
街
づ
く
り
と
共
通
す
る
部
分
が
多

場
で
は
高
揚
感
や
自
己
変
革
へ
の
意
識
が
芽
生
え
る
も

の
の
、
３
～
４
カ
月
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
具
体
的

な
一
歩
を
ふ
み
出
せ
て
い
な
い
受
講
者
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
期
待
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
人
の
意
識
や
行

動
を
変
え
る
の
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
く
、
職
場
に

戻
れ
ば
、
形
状
記
憶
合
金
の
よ
う
に
元
に
戻
っ
て
し
ま

う
。
数
年
に
一
度
、
単
発
の
研
修
で
は
ど
う
し
て
も
限

界
が
あ
り
ま
す
」
と
ジ
レ
ン
マ
を
口
に
す
る
。「
会
社

主
導
で
、『
自
立
的
な
学
び
を
』、『
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
』

と
拳
を
振
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、
一
人
ひ
と
り
を
動
か

す
の
は
む
ず
か
し
い
」
と
、
高
橋
さ
ん
は
話
す
。

※ �https://www.youtube.com/watch?v=AgTBhpPX3cI

※資料提供：大樹生命保険株式会社

図表　人の大樹 学びMAP

び直 し
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「
従
業
員
の
持
っ
て
い
る
本
来
的
な
力
は
、『
本
音
が

い
え
る
』
と
い
う
心
理
的
安
全
性
や
、
衝
突
や
対
立
を

恐
れ
な
い
対
話
に
よ
っ
て
こ
そ
、
職
場
の
創
発
活
動
や

新
し
い
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

高
橋
さ
ん
。
一
定
期
間
を
か
け
、
段
階
を
ふ
ん
で
関
係

性
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
互
い
へ
の
理
解
と
尊
重
が

生
ま
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
性
が
向
上
し
、
従

業
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
認
知
・
創
造
性
を
高
め
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
で
き
る
組
織
風
土
が
育
ま
れ

る
、
と
い
う
の
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
だ
。

「
本
」を
通
じ
た
身
近
な
リ
ス
キ
リ
ン
グ

書
籍
要
約
サ
ー
ビ
ス
が
中
高
年
層
に
も
人
気

大
樹
生
命
の
育
成
施
策
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
個

性
的
で
特
徴
的
な
取
組
み
の
一
つ
が
、「
本
」、「
読
書
」

を
通
じ
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
だ
。「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
は
、

「
ブ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
セ
ク
タ
ー
に
具
体
的

な
施
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
社
で
は
２
０
２

０
年
か
ら
、
本
の
要
約
サ
ー
ビ
ス
「flier

（
フ
ラ
イ

ヤ
ー
）（
★
）」
の
法
人
版
を
導
入
。「
自
分
磨
き
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
社
内
で
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

flier

は
、
株
式
会
社
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
運
営
す
る
、
ビ

ジ
ネ
ス
書
を
１
冊
10
分
で
読
め
る
要
約
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
。「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
読
む
べ
き
本
」

３
７
０
０
冊
超
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
最
新
書
籍
や
過
去
の
名
著
か
ら
厳
選
さ
れ
た
要
約

が
毎
日
配
信
さ
れ
る
仕
組
み
や
、
要
約
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
社
内
で
共
有
す
る
た
め
の
「
学
び
メ
モ
機
能
」、

通
勤
中
な
ど
の
す
き
間
時
間
で
も
利
用
し
や
す
い
音
声

機
能
な
ど
が
あ
る
。

２
０
２
０
年
に
法
人
契
約
し
た
当
初
の
社
内
の
利
用

者
は
お
よ
そ
１
０
０
人
だ
っ
た
が
、
現
在
の
登
録
者
数

は
従
業
員
の
約
１
割
ま
で
増
加
。flier

利
用
者
の
年

代
別
割
合
を
見
る
と
、
40
代
が
約
２
割
、
50
代
が
５
割

近
く
と
、
中
高
年
層
の
割
合
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
る
。

高
橋
さ
ん
は
、
中
高
年
層
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
、
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
、「
あ
る
程
度
の

年
齢
に
な
る
と
、
ず
っ
と
つ
ち
か
っ
て
き
た
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
（
い
ま
あ
る
ス
キ
ル
で
対
応
が
で
き

る
居
心
地
の
よ
い
場
所
）
か
ら
飛
び
出
す
の
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
「
読
書
」
だ
。
新
た
な
キ
ャ

リ
ア
を
目
ざ
し
た
り
、
資
格
を
取
得
し
た
り
、
具
体
的

な
挑
戦
に
ふ
み
出
す
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
も
、「
読

書
」
で
あ
れ
ば
身
近
で
手
軽
に
自
分
を
磨
く
こ
と
が
で

き
る
。「
50
代
を
超
え
、
人
生
１
０
０
年
の
折
り
返
し

地
点
に
く
る
と
『
ち
ゃ
ん
と
地
に
足
の
つ
い
た
大
人
に

な
り
た
い
』、『
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
』
と
い
う
感
情

が
芽
生
え
る
も
の
な
の
で
す
ね
」
と
高
橋
さ
ん
は
自
分

自
身
も
ふ
り
返
り
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

の
「
読
書
」
の
有
効
性
を
強
調
。flier

で
読
ん
だ
内
容

が
「
心
に
刺
さ
っ
た
」、「
顧
客
と
の
会
話
で
役
立
っ
た
」

と
い
う
利
用
者
も
多
く
、
研
修
と
の
相
乗
効
果
も
あ
ら

組
織
の
ト
リ
オ
で
一
体
研
修

「
関
係
性
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
は
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」、「
関
係
性
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
ブ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
エ
ア
」
の
四
つ
の
セ

ク
タ
ー
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
動
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
、
従
来
か
ら
あ
る
総
合
職
、
エ
リ
ア
総
合

職
の
階
層
別
・
ス
キ
ル
別
研
修
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
研
修
が
中
心
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
研
修
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
強
化
研
修

な
ど
と
と
も
に
、「
プ
レ
・
シ
ニ
ア
層
の
〝
個
〟
を
活
か

し
た
多
様
な
活
躍
」
を
目
ざ
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

研
修
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
関
係
性
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
意
識
を
持
ち
、

多
彩
な
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
企
業
を
目
ざ
す

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
本
社
を
中

心
に
実
施
。
12
の
部
門
か
ら
３
人
ず
つ
招
集
し
、
計
３

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
研
修
を
、
７
カ
月
に
わ
た
っ
て
実

施
す
る
計
画
だ
。
研
修
メ
ン
バ
ー
は
、
例
え
ば
「
部
長
・

グ
ル
ー
プ
長
、
所
属
員
」
の
よ
う
に
、
同
じ
組
織
内
の

上
司
と
部
下
の
ト
リ
オ
で
構
成
さ
れ
、
三
者
一
体
で
、

個
人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
自
分
の
原
動

力
の
探
求
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
を
徹
底
的
に
言
語
化
・
対
話
を
通
じ
て
磨
き
合
う
。

★　�「flier」は株式会社フライヤーの登録商標です



て
・
料
理
・
健
康
・
文
芸
書
や
雑
誌
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
本
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
い
つ
で
も
好
き
な
時

間
に
、
好
き
な
本
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
業
員
の
み
な
ら
ず
、
同
居
す
る
家
族
の
利
用
も

可
能
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
災
害
被
災
地
で
の
心
の

ケ
ア
な
ど
を
背
景
に
、
自
治
体
な
ど
で
電
子
図
書
館
を

導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
が
、
民
間
企
業
の
導

入
は
大
樹
生
命
が
全
国
で
３
例
目
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
２
０
２
４
年
８
月
か
ら
は
、
同
図
書
館
内
で

「
雑
誌
読
み
放
題
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
民
間
企
業
で

は
初
の
取
組
み
で
、閲
覧
可
能
な
雑
誌
は
計
２
３
０
誌
。

ビ
ジ
ネ
ス
誌
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
行
や
鉄
道
、
バ
イ
ク
、

カ
メ
ラ
な
ど
中
高
年
層
に
人
気
の
雑
誌
も
豊
富
に
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。「
雑
誌
に
は
刺
激
が
あ
ふ
れ

て
い
て
、
仕
事
で
も
、
生
活
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
、
最
新
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、

高
橋
さ
ん
。
雑
誌
が
発
信
す
る
ア
イ
デ
ア
や
視
点
に

よ
っ
て
、
若
手
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
、
創
造
性
や
思
考

力
が
刺
激
さ
れ
、
継
続
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
と
の
考

え
だ
。

ま
た
、
特
に
、
人
口
の
少
な
い
地
域
な
ど
に
あ
る
営

業
部
や
支
所
で
は
、
書
店
の
閉
鎖
が
進
み
、
気
軽
に
雑

誌
を
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
。電

子
図
書
館
が
、
そ
う
し
た
地
域
で
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
の
活
性
化
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
に
も
、

一
役
買
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

民
間
初
の「
雑
誌
読
み
放
題
」

持
続
可
能
な“
学
び
”へ
の
つ
な
が
り
に
期
待

「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
創
設
さ
れ
た
「
ブ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
で
は
、flier

利
用
の
ほ
か
、
読
書
を
軸
に
し

た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
場
と
し
て
「
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
カ

フ
ェ
」、「
ブ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
」、「
ブ
ッ
ク
・
ラ
ボ
」
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
カ
フ
ェ
」
は
、
本
の
著
者
を
招

い
た
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー
で
、
有
名
な
著
者
の
肉

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。「
ブ
ッ

ク
・
カ
フ
ェ
」
は
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
読
書
会
だ
。
ど

ち
ら
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
月
一
回
開
催
し
て
お
り
、
全
国
の

従
業
員
が
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
本
を
通
じ
て
、
従
業
員
同
士
が
交
流
を
深
め
、
読

ん
だ
本
か
ら
の
気
づ
き
、
学
び
を
共
有
し
て
も
ら
う
の

が
ね
ら
い
だ
と
い
う
。

「
ブ
ッ
ク
・
ラ
ボ
」
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
か
ら

支
持
を
得
て
い
る
本
の
著
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
総
合
職
、
エ
リ
ア
総
合
職
、
業

務
職
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
著
者
の
実
践
知
を
体
感
で

き
る
学
び
を
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
に
よ
る
継
続
的
な
学
び
を
後
押
し
す
る

た
め
に
、
２
０
２
４
年
５
月
に
「
大
樹
生
命
電
子
図
書

館
」
を
開
設
。
同
図
書
館
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
仕
事
術

な
ど
の
自
己
啓
発
書
だ
け
で
は
な
く
、
絵
本
か
ら
子
育

「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」で
自
分
の「
宝
島
」へ

シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
新
し
い
要
素
を

「
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
は
そ
の
ほ
か
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

ス
ク
エ
ア
」
の
セ
ク
タ
ー
で
、
公
募
型
・
選
択
型
の
10

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。「
研
修
」
と
い
っ

て
も
、
従
来
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
並
ん
で
い
る
よ
う
な

メ
ニ
ュ
ー
と
は
趣
が
異
な
り
、「
人
間
力
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
探
究
」、「
お
も
し
ろ
さ
」、「
ワ
ク
ワ
ク
感
」

に
も
こ
だ
わ
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

例
え
ば
、
２
０
２
４
年
は
、「
心
を
突
き
動
か
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
ン
グ
技
術
」、「
自
分
ら
し
さ
を
育
む
感
性
開
発

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
各

分
野
の
専
門
家
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
は
、
こ
の
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

「
関
係
性
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
ブ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
エ
ア
」
の
４
セ
ク
タ
ー

を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
新

し
い
学
び
に
つ
な
げ
、
多
様
性
に
富
ん
だ
人
材
の
育
成

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

「
中
高
年
世
代
の
従
業
員
に
も
、
Ｄ
Ｘ
を
含
め
て
、

自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
一
歩
ふ
み
出
し
て
新
し
い
興

味
・
関
心
を
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
取
り
込
め
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
学
び
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

高
橋
さ
ん
。
最
後
に
「
こ
の
〝
学
び
Ｍ
Ａ
Ｐ
〟
を
手
に
、

自
分
で
行
け
る
と
こ
ろ
、目
ざ
す
も
の

―
自
分
の『
宝

島
』
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

び直 し
“

”
学
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